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講師 東大理 安 藤 恒 也
MOS-System が反転層と呼ばれる準二次元電子系を作 ることは良く知 られている｡そ
れは応用の面で役に立っばかりでなく,基礎物理的な面でも,大きな役割 を演 じて来た｡
実験の面では,反転層の電子濃度 を広い範囲で変えられ ること,磁場や圧力を加え易い
ことなどが利点でいろいろな dataが得られる｡ それに応じて,理論的な研究 も進み,
電子系の多体効果や量子効果が詳 しく調べられている｡
















強磁場下で Subbandが LandauLevels に分離している時の電気伝導を論じた｡2
次元の conductivityをSCBAにより計算し,実験 と良い一致 を得た｡次にDynam-




きがある｡ 実験の面でも各種のや り方で有効質量が測定されているが,それ らの値は
皆異なり,はっきりしたことは分かっていない｡次に TransverseConductivityのSdH
振動における SpinSplitting,ValeySplitting が電子間相互作用をとりいれることによ
り説明された｡
§6 RecentTopics
l. TemperatureEffects
CyclotronResonanceのpeakの位置が温度 と共にずれ,その幅 も広がる｡
2. StressEffects
stressを加えると TemperatureEffectsと似た減少が観測される｡
3. (110)面と(111)面
Valley縮重度をgvとす ると,今までの理論ではgv- 4(110),gv=6(111)
であったが,実験ではどちらもgv-2 となり,また電子 の有効質量も重くなる
という結果が出た｡これを説明するものとして, Stressmechanism説,CDW説
などがある｡
4.その他
参考文献は多数有るので省略します｡詳細はテキス トを参照して下さい｡
(森 祥次郎 )
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